
【取組内容】校務支援システム等の「必要な情報」の見える化（複数の外部モニターを利用）

大仙市立中仙中学校（秋田県）【指定校】

様式Ⅰ-1

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

Before：Microsoft Teamsの情報共有、欠席・遅刻者
情報は教員が個別に確認していた。

After   ：職員室入口付近に大型モニター２機を設置
し、「必要な情報」を大きく見せることで確実
な情報の即時共有を図った。

・週行事、動静、来客、締切等表示
・年間計画連動による毎日の自動更新
（Excel～TODAY関数・セル参照）

・天気予報、熱中症指数表示
・災害時のデータ表示（台風河川増水）
～自動更新WEBサイトの活用(NHK)

・校務支援ｼｽﾃﾑ（欠席等の生徒把握）
～ブラウザ拡張機能による自動更新

これまではTeams上で情報を一元管理し、確認もそれ
ぞれの教員が個別にアクセスして確認していた。
その都度、タブレットを開き確認するまでもなく、必要な
情報がリアルタイムに更新されるので、全ての教員が情
報を共有できるようになった。



【取組内容】 クラウドを活用した地域の研修

大仙市立中仙中学校（秋田県）【指定校】

様式Ⅰ-2

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

中仙地域には３つの小学校と１つの中学校がある。これらの学校を一つのTeamにまとめることで、より効率よく情報
を共有し、同じ方向を向いて研究を進めることができた。「中仙地域教育研究会」という研究団体では、授業を見合う
小中合同での授業研究会がある。そのスケジュール調整や各種指導案、研究協議会の記録などもクラウドにアップし、
中仙地域の教員なら誰でも見られるようにした。
こうした指導案の共有や研究協議会記録の共有は、研究会に参加できない場合においても学ぶ機会を創出し、教員
個人の指導力向上に貢献している。

各種指導案をクラウドに保存、教員なら誰でもどこでも見ることが可能 ホワイトボード機能を活用して、研究協議をデジタル化→即時共有



【取組内容】 クラウドを活用した研修内容の編集と共有

大仙市立中仙中学校（秋田県）【指定校】

様式Ⅰ-3

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

コミュニティスクールの研修をクラウドを活用して行った。
意見交流ではデジタルホワイトボードを活用し、授業でも
使える事例として研修に組み込んだ。研究協議会等でも
デジタル付箋を活用することで、AIを使って項目ごとに瞬
時にまとめることができる利便性を学んだ。
その他、中仙地区の校長会で話題に上がったことはすぐ
にまとめられ、地域の先生方が所属するTeamに配信さ
れている。こうした教員の研修機会が授業でのICT活用
にも生かされている。

研修のアウトプットをデジタルホワイトボードにすることで即時編集・共有を実現

Before：地域の研修は主担当の教員が参集し､会議、そ
の後各校で共有という形をとっていた。

After ：参集できる教員が集まり､クラウド上のホワイト
ボードを活用して意見集約、編集、共有という形をとった。
参集できない教員もオンラインで参加することができた。

校長部会の様子 中央にタブレットを配置しアウトプットと編集を
行っている



【取組内容】 個別最適な学びにするための教員の意識の変革

大仙市立中仙中学校（秋田県）【指定校】

様式Ⅰ-4

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

生徒へアンケート２０２５年１月段階のもの Before：これまでは、教師の指示のもとタブレットを
使うような授業スタイルであった。

After :子どもの主体性を促し、より自分の学びのスタ
イルに合わせて選んでいけるような授業を構築しようと
各教科で取り組んできた。
全ての教科で意識したことは、自分で決めること、自分
で選ぶなどの「自己決定の場面を増やすこと」である。
自らの学びを自己調整できる生徒の育成を目指してい
るため、こうした場面を意図的につくっていくことで生徒
が変容してくるのではないかという仮説のもと研究して
きた。

結果として、左図のように「授業では、自分で学び方
やペースを選ぶ機会はあるか」という質問に９０％の生
徒が肯定的な回答であった。また、「自分のタイミング
で目的に合わせてタブレット端末を使っているか」の質
問では、９２％の生徒が肯定的な回答をしており、昨年
度は５０％以下だったものが改善されてきた。
授業における「生徒の自己決定の場面」の増加は、生
徒の学び方にも少しずつ影響を与えている。学び方が
単線的なものだったものが複線型の授業が増えてきた
ことで、自分のペースに合わせて学び、安心して学びに
向かう姿が見られてきた。

授業では、自分で学び方やペースを選んで学ぶ機会はありますか？

授業では、自分のタイミングで、目的に合わせて､タブレット端末を使っていますか？

どんな授業が好きですか？



【取組内容】 クラウドを活用した進度確認表と学び方の自己決定

大仙市立中仙中学校（秋田県）【指定校】

様式Ⅰ-5

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

Before：複線型の授業はやっていたものの、表にまとめることなく各自の
判断で進めている状況で見取ることが困難であった。

After ：各教科でやり方は違うものの、授業の見通しをもたせること、進み
方を自分で選ぶこと、振り返りをクラウドに書き込み他者参照がで

           きるようにすることなど、共通で行ってきた。

社会科では、単元ごとに取り上げる課題
や計画、誰とどのように学ぶのかを決め､
エクセルシートに書き込んでいる。これま
での蓄積により、生徒の目標設定の質が
向上すると共に、教師側の形成的評価の
材料にもなっている。
各教科で取り組んできたが、総じて生徒
の授業に向かう態度はより主体性を増し
てきている。見通しをもたせることの重要
性と、学び方の自己決定について、さらに
研究を進めていきたい。

数学科の進度確認表（エクセル）

社会科の進度及び計画確認表（エクセル） 美術科の進度及び計画確認表

数学科では、エクセルシートで進度確認表を作成した。生徒が現在取り
組んでいる問題や解決した問題を記入し、他者参照できる環境により、自
発的な交流や協働的な学びに発展している。教師側も、より個に寄り添っ
た指導が可能となった。
美術科でも見通しをもたせるために、進度確認表と振り返りを合わせた
シートを作成し、生徒に配信した。他者参照できることから、同じ課題に取
り組む生徒の場所に行き、協働して課題を解決する姿が見られた。


